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はじめに 

 マイクロ波ロケットは機体に対して外部か

ら照射したマイクロ波を用いるビーミング推

進ロケットである1．機体にエネルギー源を搭載

する必要がなく、また空気を推進剤として利用

できるため、高比推力・高ペイロード比を実現

できる．  

 本研究では170GHzのマイクロ波を50Hzから

300Hzの繰り返し周波数で照射し推力計測を行

う．繰り返し周波数が高くなると、推進機内部

の温度が急激に上昇し、集光ミラーの集光点以

外でプラズマが着火するため推力が大幅に低

下する．そのためリード弁を取り付け照射パル

ス間での吸気性能の改善を目指す． 

 

マイクロ波ロケットの推進機モデル 

 図1に推進機および推力計測系の模式図を示

す．推進機は片端が開放の筒型をしている．マ

イクロ波が開放端より閉管端の集光ミラーに

向けて入射すると、集光点にラズマが発生し、

マイクロ波を吸収しながら、開放端に向かって

進展していく．このときプラズマの伝播によっ

て衝撃波が形成され、その圧力上昇によって推

進機は推力を得る．また推進機にはリード弁が

搭載されており内部の圧力振動により受動的

に吸気を行う． 

 推力測定には振り子式の推力スタンドを用

いた．またマイクロ波ビームのパルス幅は0.5ms

とし4回照射した． 

 
図1 推力計測系 

推力測定結果 

マイクロ波ロケットの性能は推力力積と照

射マイクロ波のエネルギー比である運動量結

合係数Cmで評価される． 

図2にリード弁有り無しでのCmの比較を示す．

リード弁を搭載した場合は250Hz程度までCmが

保たれていることが分かる． 

 
図2 Cmのリード弁有無での比較(3回目照射時) 
 

まとめ 

 リード弁により照射パルス間での吸気性能

を改善し、高い繰り返し周波数でもCmを保つこ

とが可能であることが分かった． 

 時間平均推力はCmと繰り返し周波数に比例

するためリード弁により更なる推力増化が期

待できる．  
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